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【はじめに】

透析時の穿刺部皮膚消毒 (以下消毒) はシャ 【期間】

ン ト感染予防のため大変重要 あ る.当院血液

浄化療法室では,穿刺前の消毒 を自家血管に

は 0.05%グル コン酸 クロルヘキシジン液 (以下

へキザ ックR水 R)グラフ ト血管にはポビ ドン

ヨー ド液 (以下イソジンR液)を使用 していた.

グラフ ト血管 は感染の危険性が高い ことか ら

抗菌 スペ ク トラムの広 いイソジン液Rが適 し

ていると考 えてい る.しか し. イソジンR液は

乾燥 に時間を要 し.血管の走行がわか りに く

くなる上. コス トが高い という欠点がある.

前回,私たちはへキザ ック水RR とイソジンR

液の消毒効果 を比較検討 したが対象件数が十

分ではな く統計学的な検討ができず結論が出

なか った.そ こで今回対象件数を増や し再検

討した.

【用語の定義】消毒 穿刺部位を約 5mlの消毒液

を含ませた3cmX3cm厚 さ 0.5C皿の カッ

ト綿で広範に拭 き細菌 を除去す ることバ ック

専用滅菌パ ック内容

防水 シーツ 1枚 止血用紙ガーゼ 2枚

カッ ト杵 4枚 プラスチック錦子 1本

【目的】

･ へキザ ックR水RとイソジンR液の消毒効

果を比較検討する.

･ 結果 に基づき消毒液の統一化.業務簡略化.

コス トの削減 をす る

【対象】

当院透析室にて維持血液透析 を施行 され てい

る息者のうち.皮膚に明らかな感染徴候 のな

いことが確認 され,本研究 に対 し同意が得 ら

れた 47名に複数回の検査を行い.へキザ ック

R水R群 104件.イソジンRR液群 102件 につ

いて検討 した.
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【方法】

1)皮膚消毒.及び穿刺の方法

①パ ックを患者様 に1人に対 し.1パ ック使

用.

(診パ ック内の防水 シーツをシ ャン ト肢 の下

に敷 く.

③滅菌手袋を点者様 1人に対 し. 1双使用.

④パ ック内の頚子 を使用 し穿刺部位 を中心

に円を描 くように消毒す る.

A側,Ⅴ側は別 々に消毒す る.

⑤消毒液が乾燥後に穿刺す る.

(砂留置針刺入部はパ ック内のカ ッ ト粋 で保

等.固定す る.

2) 検体採取方法

(》採取部位 A側穿刺部位 より採取

②採取は以下の3回とした.

1回 目 消毒前

2E]目 消毒後

3回 目 抜針前 (透析終了前)

③検体採取用のシー ドスワプRl号の綿球部

を生食で湿 らせ.細菌が付着 しやす くし

てか ら採取する.

④採取す る範 囲は穿刺部位 を中心 に lemx

2cmの範囲とする.

⑤使用培地 ;チ ョコレー ト培地

染色方法 :グラム染色

3)検定は x2検定を用いた.

【結果】

1)検査結果 より

(D消毒前の皮膚から菌の検 出があ ったの

はへキザ ックR水 R104件中 39件.

② イソジンR液 102件中 16件.消毒後 に菌

の検出があったのはへキザ ックR水 R 12

件,イソジンR液 2件.L

消毒前 に菌 の検 出があ り.消毒後 に消失

- 49-



しているのはへキザ ックR水 R27件. イソ

ジンR液 14件.

へキザックR水 Rとイソジン液Rの間 に

後の菌の検 出に有意な差 を認 め られ なか

った.

③ 消毒後の皮膚 か ら菌 の検 出がな く抜針前

に も菌の検 出が ないの はへキザ ックR水

R87件.イソジンR液 95件.消毒後の皮膚

か ら菌の検 出がな く抜針前 に菌の検 出が

あったのはへキザ ックR水 R5件. イソジ

ンR液 4件.

同様 に有意な差 を認め られなかった.

2) 当院透析室に､おいて患者 1名 1回の

折 につき.消毒液 を約 15ml使用 してい

る.

イソジンR液 は, へキザ ックR水 Rと比べ

45.0円高 く調査時 3名のイソジンR液使用

の患者がいたので イソジンR液 をへキザ ッ

クR水Rに変えた場合 1週間で 360円のコ

ス ト削減 となる.

【考察】

当施設では これ まで.手技や手順がマニュ

アル化 され ていなか った.

本年度看茸手順の見直 し.マニ ュアル作成

の実施 とい う目的で.手順 を見直 し.統一

化 を図ることとな りその一環 として,潤

毒効果 を比較検討 し.業務簡略化, コス ト

の削減 を考慮 し消毒手順 の見直 しを考 えた

前 回 も.同様の手順 で調査 を行 ったが.全

15件.内イソジンR液群 4件 という少 ない件

数の上,イソジンR液群 よ り菌検 出があ った

のは.1件 のみのため.結果は推測の域 を越

えなか った.

今回比較対象群 を同程度 に増や し再調査 を

行 った結果.へキザ ックR水 RとイソジンR

液 での消毒効果 に有 意差 が認め られ なか っ

た為.消毒液をへキザ ックR水 Rに統一する

ことがで きコス ト削減,業務簡略化 につな

げ ることが出来た. また,使用 中のパ ック

に対 して も問題意識が起 こ り. パ ックの改

善 に向け墳討中である.

【まとめ】

今回の研究を横 に消毒手順が確認でき.スタ

ッフの清潔操作 に対す る意識の向上が見 ら

れた.今後 も確実な手技.意識の向上.コス

トの削減 に努めていきたい.
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